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1．基本情報 
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（１）対象地域 

フランス ローヌ川 

 

（２）重要な図表 

 

 

Concentrations (g l-1) or activities (Bq m-3) of organic carbon (OC), stable and artificial elements in the dissolved 

phase (<450 nm), distributions (%)between the ‘true’ dissolved fraction (<2 nm) and the colloidal one (2–450 nm) 

and mass balance recoveries (%) after fractionation runs. DL: Detectionlimit, NM: not measured; ND: not 

determined; NP: partition not possible due to a bad mass recovery; RUc: relative uncertainty on concentrations 

oractivities; RUr: relative uncertainty on distributions and RUm: relative uncertainty on mass recoveries  
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

福島事故に関して、河川水中の放射性セシウムの形態弁別で、コロイド態弁別を行う必要性はないであ

ろう(１−２回の確認は必要）。 

 

（2）流出挙動・経路 

原子力燃料再処理施設の平常運転に伴う液体廃棄物放流に由来する河川中の放射性核種の移動形態を明

らかにしている。河川水中の放射性セシウムの移動担体として､ローヌ川ではコロイド態(2-450nm)は重

要ではないことが系統的なフィールド研究で確認された。最大でも溶存態の 9%である。 

 

（3）除染の際の留意点 

 

（4）担当者のコメント 

河川水中の放射性セシウムの移動担体として、コロイド態が論議されることがあるが、その寄与は僅少

であることが理解できる。寄与僅少の確認調査が終われば、コロイド態議論に決着を付けて、他の分析

にリソースを向けるべきである。 

 


